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土壌有機物代替資材と

その施用について

iftJ既肥の施用が地力の維持増進に効果があり，

作物の生育収量あるいは品質の向 tに役立つもの

であるということは，古くからよく知られている

ところであるO

ift}既肥を積極的に施用しなければ，いいものが

とれないということはわかっていても，最近の農

家経営の中では，堆厩肥の生産が行われにくし 1の

が現実である O

私たちが野菜の生産団地について，その肥培管

理状態のさき取りをして見て感ずることは，これ

だけの産地を作りながら， i1主厩肥事{は野菜の苗床

にはかなり施):目されているのに，本闘にはその施

用量がきわめて少ないということである。

問題は堆厩肥を作る手聞がないということであ

ろう。手間がないから堆厩肥を施さない，いかに

も現代的な割り切りかたであるが，果してこうい

う状態を長く続けていいものであろうか。

ift肥が作物の収量や品質の向上のために欠かせ

ないものであれば， これを他の代替1)品!日日日fl[吊1日Iで

の経経.賀費~Iは土作物のよ哨増目白I収分の lドヰ:1千1=二I治か、ら支支.出するよ うに

しι，大事な地力のi酒函養をおろそカか、にしない一とい

う考考，えかたがでで、きないものでで、あろうかO

また，こうした考えかたで地力の培養をはかっ

ていかないと，いかにいい肥料や農薬が出て来て

も，そういう産地は，昔ながらの勺在地は移動す

る"のたとえの 1:1二iに，埋もれてしまうのではない

だろうか。

J:ft厩肥の代替有機物資材としては，パーク土佐肥，

コンポスト，オガj青ヰji!J巴，汚泥，ニトロフミン酸

塩など数多くの資材が出

静岡県農業試験場

河 森武

て，その施用法なり効果なりの概要を1:1=1し述べ，

大方のご参考に供したいと思う。

1. パーク堆肥の効果とその使い方

前述したように，堆厩肥が作られなくなって地

力の消耗が大きくなることを心配し，安価に入手

でき， しかも，稲わら1ft肥と同等以上の効果が則

待できる資材の検iiすを行ってきたが，本県におい

て生産量が多く，望めばいつでも入手できるパー

ク堆肥について，その施刑法と効果について述べ

てみよう。

1ft厩肥類の施)+J効果については，本誌で別の先

生方から詳細な解説がなされるはずであるが，ま

ず土i衰の物理的な性質，たとえば透水性，通気

性，保水力，土J~~の硬さなどについて稲わら堆肥

と同等以上の効果が見られている。

土壌の化学的性質についても，たとえばパーク

堆肥の 1=1=1に含まれるチッソが，じわじわ効いてく

る緩効的なチッソ供給の効果で、あるとか，火山灰

士h壌のように土壌の燐阪固定力が強い場合に，施

用した燐酸肥料を，有効態の形で保つ効果がある

とかについても，稲わらj柁肥と同等以上の効果が

見られている O これらの具体的数値については第

l表に掲げた。

第 l表の数値は，有機物の施用が土壌におよぼ

す効果のすべてを云いあらわしているものではな

いが，すくなくとも土壌の理化学性の改善に役立

つものであり，また，パーク堆肥は，稲わら堆肥

に比べて見劣りがしなし 1ばかりか，むしろすぐれ

た性質を持っていると見ることができょう。

第 1表土壌の理化学性の比較

てくる。ここでこれらの

すべてについて書くこと

は到底できないので，私

たちのところで手がけて

来たパーク堆肥につい

処理

無施用

稲わら jjg肥

パーク JI:t肥

0.8 

1.1 

4.8 

(注〕 土壌の物理性については，安倍川沖約土壌，化学性については宮士火山灰土擦の測定値である
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このように，土壌の理化学性を改善するすぐれ

た性質を持っているものでも，それが作物に対す

る増収なり品質向上にすぐに結びつくというもの

ではなし作物に対する施用効果はp 土壌の条

件，作物の種類，施肥量，パーグ堆肥の施用量な

どで~~~なるものであることはし 1 うまでもなし 10

一般に地力の低い土壌では，有機物施)=目の効果

が大きく出るものであり，また施設栽培よりも露

地栽培のほうが増収効果が出やすく，多肥栽培の

場合は有機物の施用量が多くないと，その効果が

見えにくいといわれている。

したがって近年栽培而積が増大している施設栽

培においては，露地栽培よりも施用量を増してや

らないと，期待するような効果は出にくいものと

忠われるO

第 2表 抑制きゅうりの収量(1区10株当り本数〉

処 理

無施

パーク1住肥 2トン

3トン

第 3表抑制トマトの収量 (1区20株当り kg)

処

稲わらJftlJE3トン

処 下物迎l

無 方自 !日

ノくーク j住11巴2トン

6トン

処理

0.22 

0.22 

0.15 

下物

無施 j日

ノ〈ーク JMJ~ 2トン

6トン

と むヂ
戸且.
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それでは，実際にパーク堆肥を使う場合には，

どの程度の量をどういうように施すか，いくつか

の例をご紹介しよう。

第 2-----6表は，パーク堆肥の施用量について行

った試験の)j~績である。

これらの試験で、は，パーク堆肥は全面施WJして

鋤き込んでいるが，パーク堆肥の施用量が多いほ

ど，収量:が止問加する傾向が認められている。

しかし 1作だけの効果についていえば，その経

済的な施HJ長は10アール当り 2トンと考えてよい

ものと思う。

ただ，地力の維持増進としづ立場で見ると，関

東以西のいわゆる暖地では，年間の1(1リ1][I_¥jjむm量が

10アーノレ当り 2トン以下では， その目的を果すこ

とがむずかしいといわれているので，積極的な地

力の増進という点からは， 1作目の経済性は或る

程度無視しでも，これ以上の量を施すことが有効

であるかもしれなし 10

きゅうり， トマト，いちごなどの移植する作物

に対して，こかぶ，ほうれん草のように直掃する

作物は，その発芽の良否が，その後の生育や収量

を大きく左右するO

ある。

第 11玄|は稲わらとパーク堆肥の効果が，ラッソ

173 

158 

273 

の施用量で違うことを示したものであり，第 8表

はパークj住肥を10アーノレ当り 2トン施ri=Jした場合

の， トマトの時期別収量J七について示したもので

ある。

ノtークl1f肥の施川量によっては，とくに冬作物

では，元肥のチッソの施Ylj量を若干多目にするこ

とが必要になる場合が多い。

早期の出荷量が経済的に問題になるような場合

には，生育初期]の生長を促すように，元肥のチッ
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場合と，これを播1m溝に層状に施用した場合の比

較である。

ぷミ主.
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ソの施用量には充分な配慮がほしいものである O

第 7表はノミークi1i肥を全面施PI=Jして釦UJき込んだ

第 1図 チッソ施用量と堆肥の効果
第 7表 パーク堆肥の施用法と収量

くこかぶ 5m2当り，ほうれん草10a当り〉

| こ か ぶ |はうれんそう

処 理町五王子-i語--1m石市τ
パ;{?肥全i耐用川5.0コ 993 g I 100 1.89 100 

播溝型JfJ 竺 26一川町 85 

望日
チチ
、>' ';J 

ソ ソ
多少
JI巴 JI巴

2.3 1.0 
kg kg 
イ/
" a 

4 

捕1:YI潜施用の場合には，施された部分について

は，単位面積当りの施用量はきわめて多量.になる

ので，分解産物による根の障害，チッソ飢餓など

とともに，場合によっては下層から毛管水の移動

を妨げて，乾燥害を与えることもあるO

~H寺に多量のパーク堆肥を施す場合には，全面

施用して鋤き込み，土壌とよく混和するように

し，この状態でしばらくの別問をおいてから，作

付けするような|配慮が必要である。

ノミ

ク
J!i( 
JJ巴

稲
わ
ら
堆
肥

生茶収量に対するパーク堆肥の効果

(10a当りトン〉

第 8表

処

』自金正

ノ{-;7JfU1E3トン

なお，茶樹に対する効果については第 8表に示

し1::'0

茶樹に対しては 9月上・1:[こl句の秋肥を施すH寺則

に， 10アール当り 2'"'-'3トンを施fFlし，秋の深刻:

をかねて土壌によく鋤き込むようにするか，春-

秋の 2回に分けて施用するようにする O ヰu橘につ

いては，春肥施j羽前の 1月から 2月号{にかけてが

施用の適期である。

また，やさいの育苗床に対する施)二IJ量は， )末二上

の容積の20'"'-'50%がよいとされている。
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第 2図
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